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イソキ・墨汁・ローダミソ・へマトキシリン・食用紅・

カーボン粉末・マラカイドクリソ・オルセイン・カーミ

ソ・メチレンブルー・コソゴーレッド・ビスマルクプラ

ン・食用青・ミヤコ染茶粉末等があった．

3．石松子5gを染色するのに要する色素の量は20cc

であり，混用するには10～15分の時間を要する．

4．これらの染色石松子を乾燥させるには，りんご箱

で40Wの電球を使用した場合には2700Cで14時間以上

の時間を要し．100Wの電球で520Cの場合には4時間前

後で乾燥し，さらに乾燥機1000Cであれば1時間で充分

乾燥する．

5．標識程度の良好なものは、酸性フクシソ・サフラ

ニソ・青インキ・スタ∵／ブイソキ・スタンプ青液・ロー

ダミソ等であった．

6．増量剤を染色するよりも水溶液の方は標識程度が

良好である．

7．以上のことから石松子染色用として花粉の発芽・

結実・標識の三者を満足させるものとしては，酸性フク

シ∵／・サプラニソ等があげられ，発芽は劣るが結実・標

識ともに良好であったのは青インクであった．

りんごの病害虫防除機具と　しての

ニュウマティックミスト機について

官　礼　二　郎・井　藤　正　一

（岩手県良試中野果樹試験地）

1．＃

従来の動力噴霧機はその霧の粒子が大きいため薬剤の

無駄が多い．この欠点を是正するためには霧の粒子をさ

らに微細化することであり，この日的に合致した噴霧磯

として有気噴射方式のミスト機が製作され，一部実用化

されている．ミスト機の一種のニュウマティツタミスト

機はその構造から見て傾斜地果樹園に適するように思わ

れるので，本機による病害虫防除効果について栽培的見

地から2・3予備的試験を行ったので．その結果の概要

を報告する．

2．試験方法及び材料

試験1（性能について）

薬液の噴射量を変えて（1．5β／min．・1．0β／min．・

0．5β／min．）粒子の大きさを異にした場合の粒子の到達

性・附着状況・粒子の拡がり等について石灰乳及び墨汁

を果実及び紙に散布して調査した．

試験2（殺菌効果）

噴射量及び散布距離を変えて散布し，殺菌効果を検討

した．対象病害は黒点病・供試薬剤は2～12式ボルドー

液．供試品種は紅玉一散布目は6月12日である．

試験3（殺虫効果）

1．岨しゃく口害虫

ハマキを対象として．供試薬剤はDDT（×200～400）

に展着剤加用区と不用区を設け，7月17日に1区1本

（18年生）として散布した．

2．吸収口害虫

リンゴハダニを対象として供試薬剤はマイトラン（×

1，000～1，500），散布距離を10C潤及び60C都として試験し

た．散布は7月18日である．

3．試験結果及び考察

1．性能について

噴射状況はⅤ型噴口の場合扇状に噴射され．動境のよ

うに噴口の中央附近に中空を生ずることはない，

粒子の分散の巾を測定した結果，噴射量を少なくして

粒子を小さくするとその分散の巾は狭いが，噴射畳を多

くするとその巾は非常に広く（約90×50C耽），且つ遠く

まで（90「、ノ150C戒）飛散する．従ってこの場合は散布が

非常に楽になるようである．

散布距離と薬液の附着については観察であるが，噴射

量少の場合は至近距常だけ良好で，噴射量を多くすると

90元程度までは充分附善し，150∽程度では微粒子が均

一に附着している．それ以上は附着量が微少で，防除効

果は疑問である．

この点を確かめるために行った2・3の試験結果は次

のとおりである．



東北農業研究　第2号　　　　　　　　　　　　　　169

2．殺菌効果

吐出量散布距轡嘩試果
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噴射量が多くなるに従い殺菌効果が強くなり．150C枕

の散布距離でも動力噴霧機と同程度の効果が認められ

る‾．

3．殺虫効果
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注：リンゴハダニの殺虫試験結果（野外）

4．散布能率

18年生成木への散布時間は8本の平均で約10分（9．0

～11・7分）で，動力噴霧椴の平均15分に比べて％であ

り，また散布量は噴射量を最大にしても1本当り約15g

で動力噴霧機の鳩～鳩である．

4．む　　す　　び

予備試験の結果ではあるが．散布能率及び薬液の附着

から見ると．本税の最大噴射量が好ましく，また病害虫

防除から見ても噴射量は大の方が良好な結果を示してい

る．

病害に対しては標準濃度でも充分効果が認められ．害

虫のうち阻しゃく口害虫に対しては濃厚液がよく，吸収

口害虫には標準濃度で効果が認められる．

以上の諸結果から，本機はりんごの病害虫防除機具と

して充分使用可能と思われるが，大面鏡の共同防除機具

としては末だ問題点が残されているようである．

草　生　の　土　壌　改善　効　果

定　盛　昌　助・石　塚　昭　吾

村　上　兵　衛・吉　田　義　雄

（東北農試園芸部）

本試験は当園芸抑中根土土壌での草生3年日及び6年

日の土壌の団粒・有機質・全窒素の状態の変化を調査し
たものである．

1．試　験　方　法

供試筆種は昭和28年春に条巾約45C両こ条播きしたオー

チャード及びチモシーで．対照として清耕区を設定し
た．

各処理区の面穀は3・6×8．5〝Zで，randomに4回繰返

えした．

昭和28年～33年までの草生区の管理は毎年数回刈取り

その場に刈残し，晴耕区は年間適宜耕転除草した各区の

施肥の時期及び量は各年とも5月中～下旬に全部元肥と

して施し，昭和28・29及び31年のN・P・El区当り施

肥量は．各々2‘g・13g・26gで昭和30・32及33年は前

記3カ年の倍量を6カ年とも硫安・過石・硫加で施し

た．

採土の時期及び方法は30年は10月下旬・33年は11月中


